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岩岩岩手手手県県県文文文化化化財財財保保保存存存活活活用用用大大大綱綱綱（（（素素素案案案）））（（（概概概要要要版版版）））   

【背 景】 

・過疎化・少子高齢化等の社会環境の変化の中、文化財の保存・継承が困難になるおそれがあること。 

・文化財を地域づくりに活かし、後継者を確保し、地域社会全体で文化財の保存・活用に取り組む体

制の整備が必要になったこと。 

【目 的】 

・本県文化財の成立とその特性を明らかにし、保存・活用の基本的な方向性を明確化すること。 

・文化財に関する資料データ等を網羅的に提示し、県・市町村等が各種の取組を進めていく上での共

通の基盤とすること。 

文化財保護法第 183条の２に規定する本県の「文化財の保存及び活用に関する総合的な施策の大綱」 

  多多様様なな文文化化財財をを守守りり育育てて、、地地域域のの誇誇りりととししてて、、次次世世代代へへ継継承承すするる「「いいわわてて」」 

【【第第２２章章】】岩岩手手県県のの文文化化財財のの保保存存・・活活用用のの基基本本方方針針  

文化財の指定等がなされた「指定等文化財」に、「未指定文化財」を加えた総体としての「文化財」 

【【第第１１章章】】大大綱綱のの目目的的とと岩岩手手県県のの文文化化財財のの概概要要  

基本方針３本柱 １.保存・継承 ２.調査・研究 ３.活用・地域づくり 

基本方針１ 文化財の確実な保存と次世代への継承          （保存・継承） 

基本方針２ 文化財の調査・研究と価値の共有            （調査・研究） 

基本方針３ 文化財の持続的な保護と新たな地域づくり      （活用・地域づくり） 

基本方針１に基づく方策 

【文化財の現状把握の徹底】 

  文化財の現状確認を着実に行い、県・市町村・所有者等の関係者での情報共有を徹底する。 

【文化財の指定推進や保存修理事業の実施】 

  文化財の指定推進を図るとともに、必要に応じて文化財の保存修理事業等を実施する。 

【文化財保護のための諸計画等の整備】 

  県における文化財に関する条例等について社会情勢等を踏まえた見直しを検討する。また、「文

化財保存活用地域計画」など、文化財保護のための諸計画の策定を推進する。 

【文化財保管施設等の確保】 

  既存施設の見直しや拡充を検討し、収容スペースや適切な保管環境などの確保に努める。 

【文化財の記録保存の推進】 

  周辺環境等により変容する可能性が高いものについては、積極的に記録保存を進める。 

 
基本方針２に基づく方策 

【未指定を含めた悉皆調査の実施】 

  未指定のいわゆる「埋もれた文化財」の発掘や、広域テーマに関する文化財とその関連要素な

どの全体把握を進める。 

【学術的な調査・研究の推進】 

  未だ詳細な調査がなされていない文化財について、学術的調査や専門家等の研究を推進する。 

【これまでの調査・研究成果の整理・再評価】 

  調査・研究成果の整理や他分野との共同など、多様な視点での調査・研究を推進する。 

【調査・研究成果の共有】 

  調査報告書や写真等のデジタル化を進め、広く一般に公開するためのデータベースを構築する。 

【岩手県の概要と文化財の概要】 

 自然環境と地形・地質、４つの地域、文化財から見た本県の歴史、岩手県の文化財の指定状況、 

 岩手県の文化財調査、岩手県の文化財の特質 
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基本方針３に基づく方策 

【文化財の価値や魅力の発信】 

  博物館等での展示やガイダンス施設の整備、体験学習やシンポジウム等の開催など、多くの人に

その価値が伝わるような取組を実施するとともに、AR・VRなどの先端技術による公開を検討す

るなど、より気軽に、文化財に触れる機会を創出する。 

【地域資源としての位置づけ】 

  まちづくり部局や観光部局など関係団体と連携した広報やコラボイベント、あるいは出張展示等

を積極的に実施し、文化財を通して参加者が地域の歴史や文化に理解を深める契機につなげる。 

【多様な主体の参画と持続性の確保】 

   地域住民や民間団体など、多様な主体が参画できるように、具体的な活用事例や利用できるコン

テンツの周知、これらの普及・啓発を目的とした研修会の実施などの支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【第第３３章章】】文文化化財財のの保保存存・・活活用用をを図図るるたためめにに講講ずずるる措措置置  

・文化財等の減災・防災のための連携体制の整備 

  県・市町村と県内博物館・美術館等の専門職員、県内の大学や民間団体との連携体制の整備を

推進し、国立文化財機構文化財防災センターとの継続的な連携を進める。 

・民間の文化財関係ネットワークとの連携 

  岩手歴史民俗ネットワークを始め、大学等のネットワークや民間団体との連携を進める。 

・文化財調査の成果のデータベース化 

  市町村毎の悉皆調査の成果をデータベース化し、保管・展示状況等の情報共有を図る。 

・被災時の応急処置等のマニュアル作成 

  文化財の種別に応じた被災文化財の応急処置等のマニュアルを作成する。 

・歴史的建造物の減災対策の推進 

  耐震・防火対策や修理等の要否判定を行い、被災時の行動マニュアルの作成に努める。 

・文化財の事前記録化と仮保管場所の確保 

  文化財情報のデジタルアーカイブ化を進め、有形文化財の写真撮影や無形文化財のビデオ撮影、

歴史的建造物の図面作成を進める。被災文化財の仮保管について事前の調整を進める。 

・災害発生に備えたガイドラインの作成 

  災害発生時の諸活動のガイドラインを作成し共通認識を図り、災害時の連携の手掛かりとする。 

【文化財レスキュー】レスキューの対象、連携体制の整備、大規模災害時の活動ガイドライン等 

【【第第５５章章】】文文化化財財のの保保存存・・活活用用のの推推進進体体制制  
 

【【第第４４章章】】文文化化財財のの防防災災とと災災害害発発生生時時へへのの対対応応  
 

・保存・継承の取組 

  文化財パトロール事業の実施、文化財の指定調査の推進、文化財保護条例の見直し、文化財保

存記録調査の推進、世界遺産登録の取組推進、文化財保護ガイドブック等作成 

・調査・研究の取組 

  悉皆調査の実施と新たな文化財の掘り起こし、平泉文化研究等の研究事業の推進、調査成果の

電子データ化とデジタルアーカイブ化の推進 

・活用・地域づくりの取組 

  「いわての文化情報大辞典」ホームページやSNS、動画サイトを利用した活用事例の発信、文化

財のイベントなどへの積極的利用検討、地域住民向けシンポジウムの開催 

・保存・継承の取組 
  県や有識者による助言・指導、文化財保護の計画策定支援、保存修理事業等経費の補助、各種
研修会等の実施 

・調査・研究の取組 
  有識者派遣等による調査支援、調査経費の補助、データベース化事業への支援 
・活用・地域づくりの取組 
  文化財活用事例の調査と情報公開、文化財活用事業にかかる経費の補助 

・人材の確保と育成 

  中長期的観点に立った文化財専門職員の確実な配置、専門職員としての知識と技能向上 

・文化財保護行政体制の整備 

  他部局や専門家等とも連携した適時適切な対応、市町村や地域の実情を踏まえた支援体制構築 

・関係機関等との連携 
  教育機関、地域、民間団体や専門家等との一層の連携と協力 


